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心配ごと相談
▶ 14 日 （火 ） 日生住民センター
▶ 21 日 （火） ふらっと六瀬
▶ 28日 （火）ゆうあいセンター
 いずれも 10:00 ～ 12:00 
◇民生委員による生活全般の
困りごと相談

☎ 764 － 5814
民生委員・児童委員協議会

障がい者相談
▶ 23 日（木）13:30 ～ 15:30
ゆうあいセンター
◇当事者団体の相談員による身
体・知的・精神障がい者の相談

☎ 766 － 8701
福祉課

人権相談
▶ 8 日（水）13:00 ～ 16:00
日生住民センター、ふらっと六瀬
◇日常生活でのいやがらせ、
いじめ、虐待、DV、不当な差
別など（法務省人権擁護委員
による相談）
にじいろ相談いながわ

▶ 電 話 相 談 8 日（ 水 ）9:00
～ 12:00（☎ 080 ー 3434 −
8107）
◇性的マイノリティの悩み、
パートナーシップ宣誓制度など

☎ 768 － 0217
人権推進室

高齢者福祉相談
▶平日 8:45 ～ 17:30 ゆうあ
いセンター（訪問相談可）
◇介護・高齢者福祉に関する
相談

成年後見相談
▶ 17 日（金）10:00 ～ 12:00

（13 日までに申し込み）
◇成年後見制度に関する相談

（1 人 60 分間）
☎ 764 － 5812

地域包括支援センター

母子父子相談
▶来庁相談（完全予約制）　
役場相談室または宝塚健康福
祉事務所
▶電話相談（随時可）
いずれも 9:00 ～ 17:00（阪
神北県民局☎ 0797 − 61 −
5176）
◇県母子父子自立支援員によ
る相談

児童相談
▶電話・来庁 月～金 9:00 ～
17:00 役場相談室
◇家庭児童相談員による 18
歳未満の子どもに関する相談

DV 相談
▶電話・来庁 月～金 9:00 ～
17:00 役場相談室
◇家庭児童相談員による配偶者
などからの暴力に関する相談

☎ 767 － 7477
こども課

障がい者・児相談
▶常時 8:45 ～ 17:30 ゆうあ
いセンター　
◇障がい者・児の生活と就労
に関する相談・支援

☎ 766 － 5444
障害者相談支援センター

教育相談
▶来所相談（要予約）火～金
9:00 ～ 17:00
▶電話相談 月～金 9:00 ～
17:00
◇学校・日常生活や学業・進
路・心身の悩みなど

☎ 765 － 2065
教育支援センター

消費生活相談
▶月曜日　日生住民センター
※ 27 日は役場消費生活相談
コーナー
▶水・金曜日　役場消費生活
相談コーナー　いずれも 10:00
～ 12:00、13:00 ～ 16:00

766 － 1110
消費生活相談コーナー

農業者年金相談
▶ 6 日（月）10:00 ～ 12:00
役場相談室
◇農業者年金の加入・受給に
関すること

農地流動化相談
▶ 13 日（月）、20 日（月）
10:00 ～ 12:00 役場相談室
◇農業経営規模拡大や農地の
貸し借りなど 

☎ 766 － 8709
農業環境課

法律相談
▶ 13 日（月）13:30 ～ 16:30
日生住民センター（電話受
付 1 日 8:45 ～、先着 6 人）
◇相続・離婚など民事トラブ
ルについて、弁護士による相
談（1 人 30 分間）

行政相談
▶ 13 日（月）13:30 ～ 16:00
日生住民センター
◇普段の生活で困っているこ
とや、行政への意見・
要望などに対してのア
ドバイスや相談窓口の
紹介など

☎ 766 － 8707
企画政策課広報戦略室

外国人生活相談（がいこくじんせいかつそうだん）
▶月曜日～金曜日  8:45 ～ 17:30
※事前にメールで連絡してください（□kokusai@town.inagawa.lg.jp）
◇日本語を母語としない人のための相談窓口(翻訳機を使います)

☎ 766 － 8711　企画政策課  

「瞬」の掲載希望者・団体を随時募集中です。

※詳細は町ホームページ募集情報より

▶申込・問合せ　企画政策課広報戦略室　( ☎ 766 − 8707)

書
道
を
通
じ
た
出
会
い
に
感
謝

　

古
い
話
に
な
り
ま
す
が
、
結
婚
し
、
猪
名

川
町
に
移
り
住
ん
で
か
ら
50
年
以
上
が
経

ち
ま
し
た
。

　

結
婚
後
も
仕
事
を
続
け
た
の
で
、
30
代
半

ば
の
頃
は
趣
味
も
な
く
、
育
児
と
の
両
立
で

慌
た
だ
し
い
日
々
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
そ
ん
な
頃
、
職
場
の
ロ
ビ
ー
に
設

置
さ
れ
た
看
板
に
「
本
日
の
行
事
予
定
」
を

筆
で
書
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
頃
か
ら
字
を
書
く
こ
と
が
好
き

で
、
学
生
時
代
に
は
書
道
部
に
所
属
し
て
い

た
私
は
、字
を
書
き
な
が
ら
「
今
更
だ
け
ど
、

も
っ
と
き
れ
い
な
字
が
書
け
る
よ
う
に
な
り

た
い
な
ぁ
…
」と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
と
、
職
場
の
上
司
か
ら
「
書
道
を
勉
強

し
た
い
な
ら
、
温お

ん
ち
か
い

知
会
の
仁に

ん

べ部 

江こ
う
げ
つ月
先
生

に
指
導
し
て
も
ら
う
と
い
い
よ
」

と
勧
め
ら
れ
、
入
門
さ
せ
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　

書
道
に
は
様
々
な
会
派
が
あ
り
、
温
知
会

は
、古
典
の
「
書
」
を
お
手
本
に
し
な
が
ら
、

楷
書
・
行
書
・
草
書
な
ど
を
力
強
く
、
書
線

を
重
視
し
、
基
本
を
大
切
に
書
く
こ
と
を
目

指
し
た
会
派
で
、
全
国
に
た
く
さ
ん
の
教
室

が
あ
り
ま
す
。

　

入
門
以
降
、
空
い
た
時
間
は
書
道
に
打
ち

込
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
好
き
な

文
字
を
好
き
な
よ
う
に
、
作
品
と
し
て
表

現
で
き
る
と
こ
ろ
が
面
白
く
、「
温
知
会
書

道
展
」、「
毎
日
書
道
展
」、「
高こ

う
や
さ
ん

野
山
競き

ょ
う
し
ょ書

大

会
」、「
な
に
わ
会
書
道
展
」
な
ど
、毎
年
色
々

な
展
覧
会
に
出
展
し
ま
し
た
。
出
展
す
る
作

品
は
、「
半は

ん
せ
つ切

（
35
㎝
×
１
３
５
㎝
）」
以
上

の
大
き
さ
の
も
の
が
多
く
、
迫
力
の
あ
る
作

品
を
書
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
練
習
に
時
間

を
割
け
ず
大
変
な
時
も
あ
り
ま
し
た
が
、
賞

を
も
ら
え
た
り
す
る
と
嬉
し
く
な
り
、「
次

も
頑
張
ろ
う
！
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、

続
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

気
が
つ
け
ば
40
年
以

上
が
経
ち
、
８
年
前
か

ら
は
、
自
宅
の
近
く
で

教
室
を
開
か
せ
て
い
た

だ
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
現
在
は
10
人
の
生

徒
さ
ん
と
一
緒
に
書
道

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
書
道
を
や
っ

て
い
た
縁
で
、
30
年

ほ
ど
前
か
ら
町
の
文

化
協
会
の
会
員
活
動
に
も
誘
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。「
猪
名
川
町
展
」
に
は
作
品
の

出
品
者
と
し
て
、「
静
思
館
お
ひ
な
ま
つ
り
」

で
は
飾
り
付
け
の
お
手
伝
い
と
し
て
、
現
在

も
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
文
化
協

会
で
も
た
く
さ
ん
の
友
人
が
で
き
、
誘
っ
て

も
ら
え
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

書
道
を
続
け
る

う
え
で
支
え
て
く

れ
た
家
族
や
友
人

に
感
謝
し
つ
つ
、

「
１
０
０
歳
で
も
元

気
に
書
道
」
を
目

標
に
、
こ
れ
か
ら

も
元
気
で
過
ご
す
こ

と
で
、
恩
返
し
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

森田 寛子さん
（杉生）

書道研究「温知会」師範、
町文化協会会員

書道教室の生徒さんたちと

「温知会展」で入賞した作品

木の置き物にも「好きな言葉」を


